
令和３年度 地方独立行政法人山梨県立病院機構 業務実績評価（概要） 

 

＜ 全体評価 ＞ 

・ 総評として、令和３年度の中期計画の実施状況は優れていると評価する。 

           

＜ 項目別評価（４０項目）＞  

  ☆ 実施状況が特に優れていると評価した項目（評価Ｓ） … １８項目 

  （主な内容） 

・ 救命救急医療 

（高度救命救急センターとして高度で専門的な救急医療を提供、ドクターヘリ運用要領及び

運用マニュアルを一部改正し、消防覚知からヘリ要請までの平均所要時間を短縮 等） 

・ 総合周産期母子医療 

（全てのハイリスク妊婦の受け入れ、マイクロアレイ検査の開始 等） 

・ がん医療 

（手術支援ロボットを活用した手術件数の増加、ゲノム解析に基づく最先端医療を提供 等） 

   ・ 感染症医療 

（新型コロナウイルス感染症重点医療機関として、設備、治療・看護体制、検査体制を整備、

県内の流行状況等に迅速に対応して必要な病床を確保、重症患者の治療 等） 

・ 精神科救急・急性期医療 

（精神科救急医療の中核として２４時間体制で患者を受け入れ、平均在院日数の短縮 等） 

・ 児童思春期精神科医療 

（高度で専門的な診療により外来患者、デイケア参加者数が増加 等） 

   ・ 医療の標準化と最適な医療の提供 

（ＤＰＣ医療機関群の中でも評価の高い特定病院群を保ち、機能評価係数が上昇 等） 

・ 質の高い看護の提供 

（看護師の特定行為研修に向け、厚生労働省から指定研修機関の認可を取得 等） 

   ・ 医薬品の安心、安全な提供 

（病棟薬剤業務の充実を図り、服薬指導回数などが増加 等により１ランクアップ） 

・ 災害時における医療救護 

（県の医療対策本部にＤＭＡＴを派遣、兵庫県や沖縄県に看護師を派遣 等） 

 

 ◎ 実施状況が優れていると評価した項目（評価Ａ）  … １７項目 

  （主な内容） 

・ 循環器病医療（心大血管疾患リハビリテーションの開始 等） 

・ 認知症患者への医療（認知症疾患医療センターとして多くの認知症患者を受け入れ 等） 

・ 患者サービスの向上 

（外来会計窓口を直営化し会計待ち時間を短縮、採尿採血自動受付機の導入 等） 

 

○ 実施状況が順調であると評価した項目（評価Ｂ）  … ５項目 

  （主な内容） 

・ 県内医療水準の向上（感染防止対策を講じながら、研修会の開催や実習生の受け入れ 等） 

 

△ 実施状況が劣っていると評価した項目（評価Ｃ）：なし 

 

▲ 実施状況が著しく劣っていて、大幅な改善が必要と評価された項目（評価Ｄ）：なし 


